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　結城市は、昭和29（1954）年に結城町・絹川村・上山川
村・山川村・江川村の1町4村が合併し誕生しました。今年
は、合併して70年の節目の年となります。「時をつむぐ」
では、合併前の町村ごとの歴史をご紹介します。

時をつむぐ
－1町4村、地域の歴史－

新３Ｋ宣言！新３Ｋ宣言！ 健康（Ｋenko）・経済（Ｋeizai）・教育（Ｋyoiku）

～だれもが輝く結城の未来～
ダイバーシティのその先へ
市制施行70周年記念　男女共同参画宣言都市20周年記念シンポジウム

浜田 敬子さん
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申込フォーム

※入館無料・予約不要。公開日時はホームページで確認
　するか問合せください。

「天体ドーム」へ行こう！
国内最大級のレンズを搭載した天体望遠鏡で

結城のそらを見てみよう！

冬のそら
ぎょしゃ座

すばる

おうし座

オリオン座

べテルギウスふたご座

こいぬ座

おおいぬ座

シリウス

プロキオン

・三大流星群の一つ
　ふたご座流星群
　12月15日にピー
クを迎えます。

・冬の大三角
　ベテルギウス（オリ
オン座）、シリウス
（おおいぬ座）、プ
ロキオン（こいぬ
座）の3つの一等星
を結び、冬の夜空
を彩ります。

冬の大三角

第４回　山川村編
現在の山川新宿・新宿新田・古宿新田・山王・芳賀崎・浜

野辺・水海道・善右衛門新田・今宿・粕礼が、旧山川村の範
囲に該当し、山川家や水野家など武士にまつわる歴史・文化
財が多く残ります。

山川地区は、鎌倉時代に結城朝光の四男、山川重光の領
地となり、戦国時代に山川家は拠点を上山川から山川へ移し
て綾戸城を築城し、長徳院に歴代当主の墓所を整備しまし
た。慶長6（1601）年、山川家は結城秀康に従い越前国（福
井県）へ転封となります。

山川家転封後の元和2（1616）年、家康の従弟にあたる
水野忠元が山川藩主となります。忠元は、綾戸城を修築し
城下町の建設に尽力を尽くすなど藩の基礎を固め、元和6

（1620）年に45歳で亡くなり、万松寺へ葬られました。寛永
12（1635）年、2代藩主忠善が駿河国田中（静岡県藤枝市）

への転封を命じられ、山川藩は廃藩となります。水野家は、山
川の地を去った後も万松寺を菩提寺とし、11代忠邦までの
歴代当主の墓が建てられました。建物は火災で焼失しました
が、現在も墓石が残ります。

また、江戸時代には、山川大工と呼ばれる、芳賀崎を中心
とした大工達によって壮麗な彫刻が施された社寺の建物が
建てられました。現在に残る建物から、その卓越した技術を
見ることができます。

1階イベント棚 「メリークリスマス」から
『けんちゃんのもみの木』

美谷島邦子／文　いせ ひでこ／絵　【BL出版】

2階イベント棚 「2025年がやってくる」から
『介護格差』

結城康博／著　【岩波書店】
社会保障問題の第一人者による新書。

「介護と経済的側面からの格差問題」、「医
療と介護の関連性」、「地域間格差」、「介護
に関わる情報の格差」などを紹介し、終段で
格差是正に向けての提言を行う。

健康人生百年時代と言われ
る今、より一層豊かな

人生を送るためには健康であるこ
とが重要です。市では、自らの健
康は自らがつくるとの意識を持ち、
主体的な健康づくりに取組む市民
を応援します。
　血圧計などを設置した健康見え
る化スポットや野菜が多く摂れる
飲食店、運動ができる公園など役
立つ情報を集めた『結城市健康づ
くり応援マップ 』を作成し、各所
に設置しています。共に健康寿命
日本一のまちを目指しましょう！

問 市健康増進課 TEL 32-7890

「元気アっプ！リいばらき」を利用して健康づくり
ウォーキングや健診の受診など、健康づくりの取組みを健康推進

アプリ「元気アっプ！リいばらき」に記録するとポイントが付与さ
れ、貯めたポイントで県特産品などが当たる抽選イベントに参加す
ることができます。

現在、市でも300ポイント以上保有する方に景品が当たる抽選キ
ャンペーンを実施しています。また、1月には3000ポイ
ント以上保有する方を対象にさらに豪華な景品をご用意
しますので、ぜひご応募ください。

健康づくり応援マップ 元気アっプ！リいばらき

山川水野家墓所（万松寺跡） 山川家累代霊廟（長徳院）

日　時 令和7年1月18日（土）　午後1時～午後4時
場　所 石島建設プラネットホール・ゆうき図書館　3階　多目的ホール
内　容 ◆基調講演「ダイバーシティと女性活躍」

　　講師　浜田 敬子さん（ジャーナリスト）
◆ワーク・ライフ・バランス推進事業所表彰式
◆寸劇「何でこうなの?! キーワード」
　　上演　ゆうき女性会議・☆こども劇団NIJI-IRO☆
◆パネルディスカッション「その先の未来へ、2歩目を考える」
　　コーディネーター　佐藤 晴美さん（株）エス・ティライン代表取締役
　　パネリスト　浜田 敬子さん、小林市長、
　　　　　　　 ワーク・ライフ・バランス推進事業所表彰企業の代表者

※託児、手話通訳あり。参加費無料。定員120人（事前申込制、先着順）。
問合先 市人権推進課 男女共同参画係　TEL 34-0371

問 

40年程前、悲惨な飛行機事故で当時9歳
の息子さんを亡くしたご両親。父は、亡き息

子と悲しむ母のために、事故現場に小さなもみの木を植えました。
その木は長い年月、母の悲しみに寄り添いながら空高く成長

し、今も多くの命を見守り続けています。絵本に描かれたもみの
木は、優しさに溢れた温かい命の灯を灯し、残された家族の想
いを未来へつないでいます。

　結城市は、2004（平成16）年11月3日の「男女共同参画都市宣言」から
2024（令和6）年11月3日で20周年を迎えました。これを記念してシンポ
ジウムを開催します。

問 市生涯学習課 TEL 32-1931
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